
に美しく映ります。
今 回 、小 谷 が ギャラリー 北 で 発 表 する作 品

は、バージョン改変以降、初公開となる《Terminal 
Documents(ver 2.0)》。会場の中央にある巨大なプー
ルを覗き込むと、血液のような赤い水が渦を巻いてい
るのが見え、書物を朗読する少女の声が重なります。
あどけない少女の映像と声、ぞっとするような怪奇小
説、神秘的な架空の泉が生み出す違和感が、宗教的
な儀式を想起させ、鑑賞者を異空間へといざないます。

そして、ギャラリー南では新作《Terminal Impact 
（featuring Mari Katayama “tools”）》を発表します。
「Terminal Impact」とは、義足での歩行時、膝にかか
る不自然な衝撃をさす言葉です。小谷は初期から義
肢に強い関心を示してきましたが、今回は義足で生活
する女性作家とのコラボレーションによる映像インスタ
レーションを構築します。そこからは彫刻における「欠
落」の問題や運動表現の問題が浮かびあがります。

二つの作品はどちらも映像を中心とした巨大なイン
スタレーション作品ですが、多様なメディアを駆使し
ながらも、小谷の作品の背景には常に「彫刻」の問題
が横たわっています。京都の中心地に生まれ、小さい
ころから仏像を好んで見に行っていたという小谷は、

「美術」や「彫刻」という概念が西洋から入ってくる前
の、日本人の感性を掘り起こそうと試みます。多様な
メディアを使用し自ら感じ取るものを形にしていくその
創作には、表面的なスタイルの類似では語れないずっ
と深いレベルで、琳派との共鳴を感じさせます。それ
こそが、琳派が長い年月をかけて育み、小谷が見つ
め直そうとする日本人の感性ではないでしょうか。

2015年、琳派400年記念祭として、琳派に関わる展
覧会や催しが京都市内各所で開かれます。今回の展
覧会は、伝統的な美の祭典に、一層の深みを加えるも
のとなることでしょう。

小谷の作品を前にして、本当の美とは何か、あなた
の心に問いかけてみてください。

T e r m i n a l  M o m e n t

TO P I C  01

小谷さんは今回、生まれ故郷の京都での個展ということで、意欲的に新作
の制作に取り組んでいます。会期中には、関連企画として、同志社大学卒
の美術批評家、椹木野衣さんとのトークイベントを行います。現在は京都
を離れているお二人の目には、京都という土地はどのように映っているの
でしょうか。そのあたりのこともトークで伺いたいと考えています。どうぞ
お見逃しなく！ 武本彩子（アート・コーディネーター）

小谷元彦 『Terminal Moment』
会期： 11月11日（火）－12月14日（日）10:00-20:00　
  ※会期中無休・入場無料
会場： ギャラリー北・南

［関連企画］トーク｜小谷元彦×椹木野衣
日時： 11月22日（土）14:00－16:00
会場：フリースペース　料金：無料（事前申込不要）

※イベント情報（P2）もご覧ください

琳派400年記念祭事業の一環として、京都芸術セ
ンターでは、京都出身の現代美術家・小谷元彦

の個展を行います。
美しい螺旋や曲線を描く構築物、鮮やかな映像作

品など、小谷の作品は、まずその完成された美しさで
見る者を魅了します。しかし、作品の本来持つ意図に
気づいたとき、それは一瞬にして、人間の内側に潜む
矛盾や欲望を暴くかのような、鬼気せまる表情へと変
化します。狂気や死と隣り合わせの作品は、見てはい
けないものを見てしまったかのような衝撃を与えます
が、それでもなお（あるいはそれ故に一層）、私たちの目

小谷元彦
琳派4 0 0年記念祭事業

小谷元彦 （おだに もとひこ）
京都府生まれ。東京都在住。東京藝術大学美術学部彫刻科卒業。同大
学院修了。彫刻概念をベースに身体の変容や幻影を表現する。個展に

『Phantom-Limb』(P-HOUSE、東京、1997)、『Modification』(KPOキリンプラ

ザ大阪、大阪、2004)、『SP2 “New Born”』(山本現代、東京、2007)、『SP4 “the 
specter”in modern sculpture』(山本現代、東京、2009)、『Hollow』(メゾンエル

メス、東京、2009)、『幽体の知覚』(森美術館、東京以後３カ所巡回、2010)、『Time 
Tomb』(フォトグラフィスカ、ストックホルム、2013)、『Circle of Disruption』(TKG＋、

台北、2013)など。国内外のグループ展やビエンナーレなどの国際展も多数
参加。2003年にはヴェネチア・ビエンナーレに日本代表作家として参加。

PROFILE

上／Terminal Documents(2011)  撮影：木奥惠三  写真提供：静岡県立美術館  提供：山本現代
下左／参考写真  「小谷元彦展：幽体の知覚」展示風景、森美術館　撮影：木奥惠三  写真提供：森美術館  提供：山本現代
下右／Terminal Impact （featuring Mari Katayama “tools”） 映像スチル
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各種イベント申込方法 （別途記載のあるもの、共催事業、制作支援事業は除く）

催し名・住所・氏名・電話番号を添えて、ウェブサイト申込フォーム、
TEL、FAXで事前にお申込ください。チケット窓口でも受け付けます。
※　印の公演は、京都芸術センター友の会のご招待券・ご優待割引対象公演です
　（制作支援事業は京都芸術センターチケット窓口取扱公演のみご優待。共催事業はご優待対象外）
　その他、友の会特典詳細についてはウェブサイトをご覧ください
※各種学生料金は要証明書呈示

美術

『四角い液体、メタリックなメモリー』
KYOTO EXPERIMENT公式プログラムの一つ。京都
在住の気鋭の美術家・金氏徹平の個展。
会期：	10月4日（土）－11月3日（月・祝）
	 10:00－20:00
		  ※会期中無休・入場無料
会場：	ギャラリー北・南

［関連企画］
クロージングパーティー「パーティーのマボロシ」
日菓（和菓子ユニット）
日時：	11月3日（月・祝）19:00
会場：	ギャラリー南
料金：	無料（事前申込不要）

申込：	KYOTO EXPERIMENT事務局
　TEL：075-213-5839
　WEB：www.kyoto-ex.jp

わざゼミ2014成果発表展
伝統工芸の技術を学ぶ連続ワークショップ「わざ
ゼミ」修了生たちによる染織作品の展示。
会期：	11月4日（火）－8日（土）
	 10:00-20:00 ※最終日は17:00まで
		  ※会期中無休・入場無料
会場：	和室「明倫」

小谷元彦『Terminal Moment』
京都出身で世界的に活躍する現代美術家・小谷元
彦による個展。
会期：	11月11日（火）－12月14日（日）
	 10:00－20:00
		  ※会期中無休・入場無料
会場：	ギャラリー北・南

［関連企画］
トーク｜小谷元彦×椹木野衣
日時：	11月22日（土）14:00－16:00
会場：	フリースペース
料金：	無料（事前申込不要）
※Topic01（P1）もご覧ください

伝統

伝統芸能ことはじめ
「名作から知る伝統芸能の楽しみ方」
第5回「道行初音旅・道行旅路の花聟」
日時：	11月1日（土）14:00－15:30
会場：	大広間
講師：	小林昌廣（情報科学芸術大学院大学教授）
料金：	無料
定員：	100名（要事前申込／先着順）

素謡の会 関連企画「謡曲ひとめぐり」
第１回《卒都婆小町》
謡曲ゆかりの場所で、能楽師による素謡や仕舞を
楽しみます。
日時：	11月3日（月・祝）開場13:30 開演14:00
会場：	退耕庵（東山区）
出演：	河村晴道、浦田保親、大江信行、田茂井廣道
協力：五十部泰至（退耕庵住職）、吉田宗弘（吉田宗兵

衛商店）
料金：	3,000円
定員：	50名（要事前申込／先着順）
申込締切：10月31日（金）
※Topic04（P4）もご覧ください

月イチ☆古典芸能シリーズ
第17回「まねき看板と顔見世」
月に一度は古典芸能に触れ楽しもうという企画。
11月は、昨年好評だった回を踏襲して吉例顔見世
興行の「まねき看板」に着目します。
日時：	11月7日（金）13:00－14:30
		  ※12:45妙傳寺前集合
会場： 妙傳寺（左京区）
聞き手：西村彰朗（演劇評論家）
料金： 無料
定員： 30名（先着順／要事前申込）
申込方法：11月1日（火）10:00より電話にて受付
　　　　　  （定員に達し次第受付終了）

第322回 市民寄席
日時：	11月11日（火）開場18:30 開演19:00
会場：	講堂
出演・演目：笑福亭松五「松竹梅」 

桂雀喜「鬼の面」 
露の団四郎「温泉宿」 
桂福団治「蜆売り」（出演順） 

料金：	前売1,500円／当日1,800円
チケット取扱：京都芸術センター、大丸京都店、高

島屋京都店、チケットぴあ（P コード：437-965）

素謡の会「世謡の春」 第3回《花筐》
日時：11月13日（木）受付開始18:00 開演19:00
会場：大広間
出演：	杉浦豊彦、浦田保浩、味方玄、田茂井廣道、

宮本茂樹
料金：前売1,500円／当日1,800円

KAC Performing Arts Program 2014 / 
Traditional Performance
継ぐこと・伝えること52「ガンダム講談」
ガンダム講談で知られる七井コム斎を招き、アニメ

「ガンダム」にちなむ創作講談の実演とトークを行
います。
日時：	11月22日（土）開場14:30 開演15:00
会場：	大広間
出演：	七井コム斎（講談士）
ゲスト：田茂井廣道（能楽師シテ方観世流）
料金：	前売1,800円／当日2,000円／高校生以下

500円（前売・当日共）

明倫茶会

様 な々分野で活躍している方 が々席主となって、開催
するお茶会。席主によって趣向が異なるので、毎回新
たな楽しみを見出せるのが魅力です。

「茶会の水」
新羅万象をイメージしたお菓子と、京都市内で採
取した水をテーマにした茶会。
日時：	11月22日（土）
	 10:30／11:30／13:00／14:00
会場：	和室「明倫」
席主：	伊藤存（美術作家）
内容：	京都市内で採取した水
定員：	各席20名
料金：	1,000円
申込方法：往復はがきに、催し名･住所･氏名･電

話番号･希望時間、同席希望の方がおられ
る場合はその方のお名前を明記の上、10
月31日（金）までに申込〔必着〕。ウェブサイト
からも申込可。応募者多数の場合は抽選

※Topic03（P4）もご覧ください

音楽

KAC Performing Arts Program 2014 / Music
若手作曲家シリーズ2 安野太郎
新作ゾンビ音楽『死の舞踏』
日時：11月9日（日）開場18:00 開演19:00
　　　（18:00からゾンビ音楽の歴史展あり）
会場：	講堂
作曲：	安野太郎
演奏：	フルートゾンビ、クラリネットゾンビ、サック

スゾンビ
料金：前売2,000円／当日2,500円／学生1,500円

（前売・当日共）
※Topic02（P4）もご覧ください

明倫ワークショップ

京都芸術センター制作室で創作活動を行うアーティス
トによるワークショップ（参加無料・要事前申込）

烏丸ストロークロック
「えんげきの庭－おとなとこども編」
体を動かしたり、伝言ゲームをしたり、ゲーム形式
で楽しみながら、大人と子どもが一緒に短いお芝
居をつくります。
日時：	11月15日（土）13:00－14:30
会場：	ミーティングルーム2
対象：	3歳以上
定員：	10名
※ご家族での参加、お友達同士での参加も大歓迎。動き

やすい服装でお越しください

正直者の会「声を出して会話してみる」
軽い体操をまじえて、普段の生活で行っている「会
話」について楽しみながら考えます。
日時：	11月16日（日）14:00－16:00
会場：	ミーティングルーム2
定員：	10名
※軽い体操のできる服と運動靴をお持ちください

絃楽合奏団Ｂ－ｏｎｅ
「マンドリン音楽で聴く日本の風景」
日本人作曲家の曲を中心に、マンドリン音楽を演
奏します。
日時：	11月16日（日）17:00－18:00
会場：	ミーティングルーム2
定員：	20名

余越保子&ディーン・モス
「ソロ DANCE  つくる！ 踊る！」
誰かがあなたのために渾身のソロを作り、あなた
が踊ります。あなたも誰かのために渾身のソロを
作り、誰かが踊ります。ダンスが立ち上がる瞬間を
体験するワークショップです。
日時：	11月23日（日）14:00－20:00
会場：	講堂
対象：	ダンサー、俳優、振付家、演出家、動くこと

が大好きなひと
定員：	15名
※日英通訳あり
※動きやすい服装でお越しください

発表支援事業（共催事業）

ランデヴー
メディアアートと脳神経学の融合プロジェクト。
LED照明による光の変化を2名の参加者が同時に
鑑賞し、両者の脳波の変化が光の変化へとインタ
ラクティヴに関係する。
日時：	10月30日（木）－11月6日（木）
	 10:00－20:00
		  ※会期中無休・入場無料
会場：	ミーティングルーム2
主催・問合せ：ランデヴー・プロジェクト
　E-mail：rendezvous@art.fiw-web.net

紬の会
さまざまな分野の方を迎えて、お話するプログラム。
日時：	11月1日（土）16:00
会場：	和室「明倫」
ゲスト：小嶋俊（提灯職人）
進行：	片山伸吾（能楽観世流シテ方）
料金：	1,500円（要事前申込／先着順）
主催・問合せ：紬の会
　FAX：075-221-3870
　E-mail：tsumugi@kashu-juku.com

新内志賀の会~語りの系譜 III
日時：	11月2日（日）開場14:30 開演15:00
会場：	大広間
料金：	一般3,000円／大学生以下2,000円
主催・問合せ：新内志賀
　E-mail：shigemori3@willcom.com
　TEL：070-6924-4413

第7回 長唄「喜楽会」
「鶴亀」と「船弁慶」の長唄名作2曲を、解説を交え
ながら演奏します。
日時：	11月7日（金）開場18:30 開演19:00
会場：	大広間
料金：	3,000円
主催・問合せ：長唄「喜楽会」
　WEB：http://www.hi-rocky.net.

大人と子どもの日本舞踊体験教室
日本舞踊の手の使い方や足の運び方を体験し、日
本文化を肌で感じよう！
日時：	11月9日（日）14:00－16:00
会場：	和室「明倫」
講師：	藤蔭静樹（藤蔭流）
料金：	500円（茶菓・テープ付）
定員：	20名（要事前申込／先着順）
持ち物：着物、足袋
申込方法：電話・FAX・E-mailで、参加者の氏名、年

齢、連絡先をご記入の上お申し込みください
申込締切：開催日の１週間前まで
主催・問合せ：京のたぬき囃子実行委員会
　TEL：075-221-4258　
　FAX：075-221-4573
　E-mail：taiken_entry@fujikage.jp

めいりんフェスタ２０１４
明倫地区の文化祭。コーラスやダンス、手作り作
品の展示などを行います。
日時：11月15日（土）10:00－21:00
	 16日（日）10:00－18:00
会場：	講堂、大広間、フリースペース
料金：	無料（一部有料）
主催・問合せ：明倫自治連合会
　TEL：075-231-2450（長谷川）

ペトロフ・ピアノコンサート
〜やさしき愛の歌〜
日時：11月21日（金）開場18:30 開演19:00
会場：講堂
出演：	植村照（ピアノ）、仙崎和男（ファゴット）
曲目：「愛の讃歌」「亡き王女のためのパヴァーヌ」ほか
料金：1,000円
主催・問合せ：明倫ペトロフの会
　TEL：075-221-3304
　FAX：075-231-0727

京都こども能楽囃子教室
日時： 11月23日（日）
	 17:30－18:50（笛・小鼓教室）
	 18:50－20:10（大鼓・太鼓教室）
会場：	ミーティングルーム2、和室「明倫」
対象：	小学1年生～中学3年生
料金：	1,000円（開催日の3日前までに申込）
主催・問合せ：一般社団法人京都能楽囃子方同明会
　E-mail：kyoshitsu@noh-doumeikai.com

Beastie Beats Exhibition
—ルッソロと過去からの未来をたよりに—
未来派が生んだ楽器である「イントナルモーリ」（調
律された騒音楽器）を題材とした、サウンドインスタ
レーションによる展示を行います。
会期：	11月25日（火）－30日（日）
	 10:00－20:00 ※最終日は17:00まで
会場：	ミーティングルーム2
料金：	無料
主催・問合せ：嶋田晃士
　E-mail：little.intonarmori@gmail.com

［関連企画］
ワークショップ「Rat a Tat Tat Tat!! 手のひらの
ビート！リトル・イントナルモーリを作ろう！」
小動物のような不思議な楽器「リトル・イントナル
モーリ」を制作します。作品は「Beastie Beats 
Exhibition」で展示後、返却されます。
日時：	11月23日（日）
	 13:00－15:00（受付開始12:30)
会場：	ミーティングルーム2
定員：	20名
対象：	小学生とその保護者〜大人まで
講師：	嶋田晃士（アーティスト）
料金：1,000円
申込方法：氏名、年齢、住所、連絡先を明記の上、

E-mail・WEBにてお申込みください
申込締切：11月10日（月）
主催・問合せ：嶋田晃士
　E-mail：little.intonarmori@gmail.com
　WEB：http://kaptervideo.wix.com/beastie-beats

川上幸子展
『Lineament －線と生成、或いは解体－』
２室の和室を使った展覧会。線を緻密に構成させ
ることによってつくられた、多様な形象を感じさせ
る抽象形のドローイングや彫刻、インスタレーショ
ンを展示。
会期：	11月26日（水）－30日（日）〔大広間〕
	 26日（水）－12月7日（日）〔和室「明倫」〕
	 10:00－20:00 ※会期中無休・入場無料
		  ※両会場とも最終日は17:00まで
会場：	大広間、和室「明倫」
主催・問合せ：Lineament実行委員会
　E-mail：info.sachiko.kawakami@gmail.com

[関連企画]アーティスト・トーク
作家による作品や展覧会についての解説。
日時：	11月29日（土）16:00
会場：	和室「明倫」
料金：	無料（事前申込不要）

夕暮れ社 弱男ユニット「プール」
日時：	11月27日（木）19:30
	 28日（金）19:30
	 29日（土）14:30／19:30
	 30日（日）13:00／16:30
会場：	フリースペース
料金：	一般前売2,500円／当日3,000円
	 学生前売1,500円／当日2,000円
主催・問合せ：夕暮れ社
　ＴＥＬ：080-6217-4579

制作支援事業

竹ち代毬也 presents 「私のぽろり～ん」
日時：	11月3日（月・祝）14:00
会場：	明倫公民館 会議室2（鳥取県倉吉市）
料金：	無料
問合せ：明倫AIRプロジェクト実行委員会　
　E-mail：meirin100air＠gmail.com

努力クラブ必見コント集３
『おモチ味のうどん』
日時：	11月7日（金）19:00

8日（土）14:00／19:00
9日（日）13:00／18:00

会場：	人間座スタジオ（左京区）
料金：	前売1,300円／当日1,800円
問合せ：努力クラブ
　WEB：www.geocities.jp/doryokukurabu/

アートスペース無門館+アトリエ劇研 
開館30周年記念公演『ピエールとリュース』
日時：	11月13日（木）19:30
	 14日（金）14:00／19:30
	 15日（土）14:00／19:30
	 16日（日）14:00
	 17日（月）14:00／19:30
	 18日（火）14:00
会場：	アトリエ劇研（左京区）
料金：	一般2,000円／学生1,300円（前売・当日共）
問合せ：アトリエ劇研
　TEL：075-791-1966
　WEB：http://gekken.net/atelier/pg782.html

絃楽合奏団B-one 第10回演奏会
記念の演奏会。ポップスや「日本スケッチ」など、
マンドリンの響きをお届けします！
日時：	11月23日（日）18:30－21:00
会場：	寝屋川市立地域交流センター アルカス

ホール（大阪府寝屋川市）
料金：	無料
問合せ：絃楽合奏団B-one（田中）
　TEL：090-7109-6768　　　　　　
　WEB：http://bonebone.web.fc2.com/

正直者の会.lab 『キーを忘れた老婦人』
日時：11月23日（日）19:00
	 24日（月・祝）13:00／17:00
会場：	アトリエ劇研（左京区）
料金：	一般前売2,300円／当日2,500円
	 学生前売1,500円／当日1,800円
	 （要学生証）
問合せ：正直者の会.lab
　TEL：090-9713-8150
　E-mail：syoujikimononokai.lab@gmail.com

M-PAD 2014 このしたやみ「道成寺」
日時：	11月27日（木）13:00／19:00
会場：うなぎ料理 はし家（三重県津市）
料金：	3,000円（料理＋リーディング公演）
問合せ：特定非営利活動法人パフォーミングアー

ツネットワークみえ　津あけぼの座・事務局
　TEL：059-222-1101
　FAX：059-222-1109
　E-mail：info@akebonoza.net

第236回 市民狂言会
日時：12月5日（金）
	 開場18:30 開演19:00
会場：	京都観世会館（左京区）
演目：「横座」、「千切木」、「抜殻」、「胸突」
出演：	茂山千五郎、七五三、あきらほか
料金：	前売2,500円／当日3,000円
チケット取扱：京都芸術センター、大丸京都
店、高島屋京都店、京都観世会館、
チケットぴあ（Pコード：439-240）
※団体券2,200円（20人以上）は京都芸術センターに

て取扱

※その他のチケット窓口取扱公演：主催事業および　印の共催事業・制作支援事業

第323回 市民寄席
日時：	2015年1月21日（水）
	 開場18:30 開演19:00
会場：	講堂
出演・演目：露の紫「金明竹」 

林家染弥 改メ 林家菊丸「ふぐ鍋」 
桂文喬「天狗裁き」 
笑福亭福笑「入院」（出演順） 

料金：	前売1,500円／当日1,800円
チケット取扱：京都芸術センター、大丸京都

店、高島屋京都店、チケットぴあ（P
コード：440－515）

チケットぴあで取扱いのチケットは、電話、ぴあ窓口、コンビニエンスストア（セブン・イレブン、サークルＫサン

クス）の専用端末などからご利用いただけます
WEB：http://t.pia.co.jp　TEL：0570-02-9999

「藝文京展2015」工芸作品募集　
公益財団法人京都市芸術文化協会が、初め
ての公募展「藝文京展2015」を開催します。
第1回のテーマを「装飾と暮らし」として、工芸
分野の作品を募集します。
募集分野：「工芸」
賞：藝文京展大賞（副賞30万円）1名 ほか
登録期間：11月1日（土）－12月10日（水）〔必着〕
入選作品展会期：2015年1月10日（土）－2月
1日（日）10:00－20:00
展覧会場：ギャラリー北・南
主催：京都市、公益財団法人京都市芸術文

化協会
後援：NHK京都放送局、京都商工会議所、

京都新聞
問合せ：京都芸術センター内「藝文京展」係
　TEL：075-213-1003
　E-mail：kouboten@geibunkyo.jp 

「PARASOPHIA: 京都国際現代芸術祭
2015」サポートスタッフ募集
会期中の運営業務を支えるサポートスタッフ
を募集します。芸術を学ぶ学生の方、アート
に興味がある方、外国語ができる方、とにか
く芸術祭に関わってみたい！という方、ぜひ
ご応募ください。
登録受付期間：9月1日（月）－2015年1月31日（土）
活動期間：2015年3月7日（土）－5月10日（日）
※事前研修、勉強会等を予定しています
対象：
・	18歳以上。国籍不問。日本語の会話能力

を有する方
・	研修にできるだけすべて参加できる方
・	英語等多言語のできる方歓迎
※活動は無償（報酬・交通費なし）。事務局の負担

により、ボランティア保険に加入
募集説明会：

日時：①11月9日(日)14:00－15:30
　　　②11月20日(木)19:00－20:30
会場：ミーティングルーム2

その他詳細は募集要項をご覧ください。
募集要項および応募用紙は、同センターにて配布中。ウェブサイトからもダウンロード可。
応募方法：応募用紙に必要事項を記入の上、必要書類とともに京都芸術センターまで送付または
持参（持参の場合は締切日の20時まで）
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ものが多く、ここで語られた氏のライフストーリーは河内

音頭を知る上でも重要な意味を帯びているように思えた。

また、歌を盛り立てる囃子にも話が及び、たとえば歌い出

しや、節の切れ目の息継ぎで生じる間合いでは、アイコン

タクトをとりながら音の強弱や雰囲気を作るという。なによ

り、「3人（歌・太鼓・エレキギター）は心でしゃべっている」とす

るギター奏者の発言が印象的で、音頭の良し悪しを左右

する重要な手がかりのように思えた。しかしながら、現在

は直弟子がいない状況らしく、継承の側面について具体

的な話に至らなかったのは残念であった。対談後は、古典

の題材より「元和の豪傑」が披露され、最後に会場からの

質疑応答と、盛りだくさんの内容で幕を閉じた。

河内音頭は地域に密着した芸能とはいえ、今回のよう

に土地（地元）から離れると、「地域活動」の一つとしてで

はなく「音楽」として聞こえてきたのは、評者にとって非常

に不思議な感覚であった。たしかに、30年以上も前から

東京都内で河内音頭の盆踊りが開かれていたり、音頭と

ラップをミックスしたJ-POP作品が登場するなど、地域を

越えた広がりと音楽活動を見せる様子は、他の芸能には

見られないユニークな現象を抱えている。今回のプログラ

ムを通して、河内音頭の魅力を再発掘したいと考える一

夜となり得た。

ディディエ・ガラス『ことばのはじまり』
（アートスペース無門館＋アトリエ劇研30周年記念公演）

9月4日（木）－8日（月）

アトリエ劇研（京都市左京区）

出演者五人は最初、各々行進をしながら登場する。美し

い行進だった。これにしばらく見とれていると、不意に暗

転し、明転すると二人が寝転がっている。しばらくすると

お互いの快不快を交換しあう、のたのたしたやり取りを始

める。彼らはなにか、類人猿の群れなのだろうか？二人か

ら三人、四人と、やり取りをする人数も増えていき、やり

取りは段 と々激しさを増す。

中でも感情的になった女がいきなり、雷に打たれたよう

に痙攣する。彼女は死んでしまう。きたまり演じる彼女は

徐々に身を起こすが、様子がおかしい。痙攣のような舞

い、このソロパートが作品中で最も大きな見せ場だった

と思う。激しい身体の震えが身体を突き抜けている。雷を

間違えて飲み込んでしまったように。痛みや捻じれが、出

口めがけて突進する。天を指さしながら彼女は「うにどん

てん」！とても可愛らしい呪文が飛び出たのだった。他の

者の口からも別の呪文が生まれていく。発音とイントネー

ションが研究され、派生し、彼らは呪文に従うように行進

する。

可愛い呪文が支配する時代はしかし、すぐに終わってし

まう。村人たちが編み出した「死んだフリ遊び」は、きたま

り巫女の死をなぞったネタだった。つまり悪ふざけだが、

なんと、死そのものを本当に呼び寄せてしまう。

ここで一旦、客席の照明が点灯する（ここで劇場は不穏な

雰囲気になったのだった。何故だろう？）。関西の演劇界でひっ

ぱりだこの人気役者、坂口修一による物語演劇が始まる。

彼は死んだ村民達を蘇らせるため、直接天を目指すの

だ。パワーマイムが笑いを呼び、彼はことばの原点をはる

か宇宙に探しに行く。冒険の果て、ついに松尾恵美演じる

最後の巫女が登場する。

松尾巫女の目には、我々観客の姿が見えているようだっ

た。嘆きながら彼女はぬらぬらと身体をリノリウムに滑ら

せ、舞台奥の白紙に文字を力いっぱい書く。書かれたも

のは剥がされて、新しい紙にまた書かれてはめくられる。

記される言葉は生きる者へのエールだ。肉体達は発音か

ら解放される。役柄からも解放され、組体操をする連鎖と

して存在するようになるのだ。お互いを支え合うだけの単

純で美しい身体たち。それはやがて、行進の形を取って

いき・・・作品は終演する。彼女は言葉の巫女なのだ。

内部から生まれる衝動が言葉となり、言葉が笑いと遊

びを生み、やがて文章が登場する。文章は物語を呼び

寄せてしまう。物語が始まると終焉が予定されてしまう。

劇中劇が完結した後も、身体が続々と連鎖を続けてい

る。文字が踊り、言葉が踊り、観客はただそれを見てい

る…その光景に畏怖を感じた。（京都芸術センター制作支援

事業）

たかはし よしあき／インタビュアー●「京都の演劇人にインタビュー 頭を
下げれば大丈夫」というウェブサイトを製作しています。お暇な時にどうぞ。
http://www.intvw.net/

ことばのはじまりを妄想する

ダンス

高橋良明

関西圏の公演•展覧会について、
若手レビュアーが月替りで執筆します。

E V E N T  C A L E N D A R　11 / 1 ▲ 11 / 30

図書室休室日：11月28日（金）

京都芸術センターが開設当初から継続してきた「継ぐこ

と・伝えること」は、敷居が高いとされる伝統芸能や文化

の現在（いま）を様々な角度から紹介するプログラムであ

る。51回目となる今回は、戦後長らく途絶えていた「新聞
（しんもん）詠み」を復活させる一方、国会議事堂前でゲリラ

ライブをおこなったり、イラクや北朝鮮、東ティモールと

いった地で、数多くの河内音頭を歌ってきた河内家菊水

丸氏がゲストとして迎えられた。幼少から大阪に住む評者

にとっては慣れ親しんだ「河内音頭」が取り上げられると

あって、大いに関心を寄せる企画となった。

河内音頭は大阪・河内地方で盆踊りの季節に歌われる、

大阪を代表する大衆的な芸能である。イベントは河内音頭

の紹介にはじまり、一席目は、新聞詠みの事例から美空ひ

ばりの一代記が歌をまじえて披露された。演者の意見や

憶測を即興まじりに口演するとあって、「いま、ここで」楽し

めるライブ本来の面白さを味わえるものであった。観客席

のあちらこちらでは、躍動感あふれるリズムやメロディー

に身体をゆだね、「えんやこらせーどっこいせ」と囃子詞を

かけたり、手拍子を打つ姿が多く見られた。続く中川眞氏

との対談では、菊水丸氏の生い立ちや河内音頭に関する

エピソードが紹介された。特に地域との関わりを示唆する

きたみ まちこ／大阪音楽大学他非常勤講師●大勢の賑わいを見せる芸
能がある一方、場所によっては過疎化が進み、芸能や祭りが行えない所
もあります。「地域と芸能」の関係は継続していきたいテーマの一つです。

「いま、ここで」を楽しむ面白さ

オリジナルとコピーのあいだ
〜生き残りをかけた模倣合戦

伝統

美術

継ぐこと・伝えること51「河内音頭」
9月5日（金）

京都芸術センター（京都市中京区）

『IMARI／伊万里 ヨーロッパの宮殿を飾った日本磁器』
8月16日（土）－11月30日（日）

大阪市立東洋陶磁美術館（大阪市北区）

北見真智子

サワシュ晃子

ロンドンに住んでいた頃、週末の楽しみといえば古物漁

りだった。ストリートマーケットで古物商の段ボールからガ

ラクタを夢中で漁ったものだが、遠い日本からやってきたと

思しき焼き物に出会うことが度々あった。鮮やかな伊万里の

ケーキ皿やゴテゴテした薩摩焼のティーポット、卵殻手と呼

ばれる、向こう側が透けて見えるほど薄い作りのティーカッ

プ。それらは明らかに日本風を意図したデザインではあるも

のの、日本国内で目にするものとはちょっと違った、奇妙な

印象を与えた。

本展の主役は、このように今でも欧州各地に古物として生

き残る輸出陶磁器の中でも最も有名な有田の伊万里焼であ

る。磁器の生産技術をもたなかった近世以降の欧州におい

て、東洋の磁器は熱狂的に愛好された。欧州の宮殿には東

洋磁器を壁一面に飾った磁器の間が今でも残るが、展示冒

頭では、そのような場を飾った、80センチ近くはあろうかという

大型の壷類の迫力が訪れる者を圧倒する。近年の研究では、

これを欧州市場にもたらした東インド会社による公式貿易を

はるかに上回る量の磁器などが、同社の社員による個人貿易
（海上輸送という職の不安定さを補うために公認されていたらしい）で輸

出されていたことが明らかになっている。磁器だけでも、量に

して公式の10倍かそれを上回る量であったというが、こういっ

た私的な貿易品が流れ着くのが先のストリートマーケットのよ

うな場所であり、そこで日本風の陶磁器を目にした頻度を思

い出せばそれも納得の数字である。また、質の面からしても、

時のプロイセン国王フリードリッヒ一世自らが品定めに足を運

ぶほど、公式より優れた品が揃っていたというから驚きだ。

伊万里は、17世紀前半まで欧州市場でもてはやされてい

た中国の景徳鎮の輸出量が、内乱による中国の海外貿易

禁止策で激減したことにより、代替品として注目された。そ

のため、初期の輸出伊万里は景徳鎮の模倣が多い。しか

し、景徳鎮が欧州市場を留守にしている間に地位を確立し

た伊万里が、今度は復帰した景徳鎮から模倣されるという

事態が起こる。その頃には欧州でも東洋磁器の模倣が盛

んで、展示に出ていたオランダのデルフト陶器も伊万里や

景徳鎮を真似たものだった。乳白色の磁器のように見える

それは、白濁した釉薬をかけることで再現されたものなの

だが、実は陶器質で脆く、欧州での磁器生産が可能になる

と衰退する。展示品は実際どれも端が欠けており、白い釉

薬の下にある薄茶の陶器の地肌が露になっていた。かつて

マーケットで目にした奇妙な日本風の古物には、本物と模

倣品が混ざっていたのだろうが、それらがこの時代から続

く、真似し、真似され、市場競争の中でしのぎを削る東西の

文化交渉の縮図でもあったと思うと興味深い。一方で、デ

ルフトの例が示すように、色やモチーフといった表層的な

模倣に止まっていては生き残ることができないという現実

も、文化交渉の一面として強く印象に残った。

サワシュ あきこ／大阪大学大学院文学研究科博士後期課程、日本学術振
興会特別研究員●ここ数年、ジャポニスムの陶磁器をテーマにした展覧会
がいくつか開かれていて、行くたびにわくわくしています。ロンドンで買い
集めたわたしのジャポニスム陶磁器コレクションも、いつかどこかで展示
できたらいいな。

《色絵龍虎文大壺》1700～1740年代、有田窯、大阪市立東洋陶磁美術館蔵
撮影：三好和義

撮影：松本久木

素謡の会 関連企画「謡曲ひとめぐり」
第１回《卒都婆小町》

［明倫WS］烏丸ストロークロック「えんげきの庭－おとなとこども編」

［明倫WS］絃楽合奏団Ｂ－ｏｎｅ 
「マンドリン音楽で聴く日本の風景」［共催］大人と子どもの日本舞踊体験教室

『四角い液体、メタリックなメモリー』（10/4－11/3）

［共催］ランデヴー（10/30－11/6）

［共催］長唄「喜楽会」

［共催］ペトロフ・ピアノコンサート
～やさしき愛の歌～

［共催］Beastie Beats Exhibition
［関連企画］ワークショップ「Rat a Tat Tat Tat!! 手のひらのビート！
リトル・イントナルモーリを作ろう！」

『四角い液体、メタリックなメモリー』
［関連企画］クロージングパーティー「パーティーのマボロシ」

伝統芸能ことはじめ「名作から知る伝統芸能の楽しみ方」
第5回「道行初音旅・道行旅路の花聟」 第322回 市民寄席

素謡の会「世謡の春」 第3回《花筐》
KAC Performing Arts Program 2014 / Music
若手作曲家シリーズ2　安野太郎
新作ゾンビ音楽『死の舞踏』

［明倫WS］正直者の会「声を出して会話してみる」［共催］紬の会

［共催］新内志賀の会～語りの系譜 III

［明倫WS］余越保子&ディーン・モス「ソロ DANCE つくる！ 踊る！」

［共催］京都こども能楽囃子教室

［共催］川上幸子展『Lineament －線と生成、或いは解体－』
［関連企画］アーティスト・トーク

KAC Performing Arts Program 2014 / Traditional Performance
継ぐこと・伝えること52「ガンダム講談」

明倫茶会「茶会の水」月イチ☆古典芸能シリーズ
第17回「まねき看板と顔見世」

小谷元彦『Terminal Moment』
［関連企画］トーク｜小谷元彦×椹木野衣

わざゼミ2014成果発表展 小谷元彦『Terminal Moment』（11/11－12/14）

［共催］めいりんフェスタ2014

［共催］Beastie Beats Exhibition
—ルッソロと過去からの未来をたよりに—

［共催］川上幸子展
『Lineament －線と生成、或いは解体－』
（11/26－12/7）

［共催］夕暮れ社 弱男ユニット
「プール」

PARASOPHIA: 京都国際現代芸術祭2015
サポートスタッフ募集説明会

PARASOPHIA: 京都国際現代芸術祭2015
サポートスタッフ募集説明会

sat sun mon tue wed thu fri sat sun mon tue wed thu fri sat sun mon tue wed thu fri sat sun mon tue wed thu fri sat
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

sun
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明倫茶会

KAC Performing Arts Program 2014 / Music

若手作曲家シリーズの第2回目は、「ゾンビ音楽」で

知られる安野太郎の新作『死の舞踏』公演です。ゾ

ンビ音楽とは、2012年から安野が続けてきた、ゾンビと呼

ばれる自作の機械が楽器を奏でる音楽プロジェクトです。

安野が自らの自動演奏機器を「ゾンビ」と呼ぶ所以

は、それが「ロボット」とは志向性を異にした機械である

ということにあります。これまでの演奏ロボットの多くに

おいては、いかにして人間らしい演奏に近づけるかと

いうことが目標とされてきたのに対し、ゾンビはもはや

生きた人間を目指してはいません。人間の演奏に必ず

ついて回る意志や心を排除して「非人間的な」演奏を追

及するゾンビ音楽には、人間の演奏の尺度を当てはめ

ることができない、何ともいえないユーモアと虚無感が

漂っています。コンピューター制御された指とコンプレッ

サーから送り込まれる空気によって無心で音を鳴らす剥

き出しの機械の姿もまるでゾンビのようです。

今回の公演名である「死の舞踏」とは芸術上の古典的

なテーマであり、多くの場合には生ける死者たちが町

を蹂躙する情景が表現されます。しかし、ゾンビ音楽に

おいては、「死の舞踏」は主題ではなく演奏形式にほか

なりません。今回の公演では、これまでに安野が用いて

きたリコーダーではなく、フルート、クラリネット、サック

スといった、より構造がしっかりした「ワンランク上の」楽

器に挑むことで、西洋音楽に対する一種のカウンターア

タックとしての「死の舞踏」を実現しようとしています。

また今回、ゾンビ音楽のこれまでの歩みと西暦4000

年までの歴史（未来）をたどる展示も併設されます。これ

までにリコーダーのデュエットとカルテットを実現してき

たのも、このゾンビ音楽のフィクションの歴史に運命づ

けられていたのだそうです。11月9日の『死の舞踏』は、

これまでの、現在の、そして、これからのゾンビ音楽を

知る、またとない機会となるでしょう。

ご近所にも井戸水や湧水が飲める場所があるかもしれません。水
道水と飲み比べると、その口当たりや味の違いにきっと驚きます！

上村絵梨子（アート・コーディネーター）

ゲーム「バイオハザード」や映画「ワールド・ウォーZ」といったゾンビが登場
する創作物や、ゾンビに関する書籍・研究書が発表されるペースは、近年
ますます加速化しているといわれています。安野の音楽は活気づいてい
るゾンビ界に波紋を投げかける存在になるのではないでしょうか。

古川真宏（アート・コーディネーター）

昨年度の「素謡の会」《通小町》の取材の際に初めて訪れた退耕庵。
落ち着いた雰囲気の室内から美しい庭園を眺めながら、「ここでい
つか素謡の会が出来れば…」と思っていたのですが、この度ついに
実現することになりました。1日限り、その場所でしか味わえない、
新たな謡の魅力に触れて下さい。

岩村空太郎（アート・コーディネーター）

京都芸術センターが主催する音楽事業KAC Performing 
Arts Program / Musicでは、講堂や教室など小学校の面
影を残す独特な空間を効果的に用い、音楽ホールよりも身
近で濃密な音楽体験の場をつくり出すことを目指してきまし
た。今年度は、京都の音楽シーンをさらに盛り上げるべく3
人の若手作曲家に焦点を当てます。

「死の舞踏」
ⓒ古泉智浩

伊藤存 （いとう ぞん）
大阪府生まれ。刺繍の作品をはじめとして、アニメーション、ドロー
イング、彫刻作品を制作。主な展覧会に『きんじょのはて』（個展、

ワタリウム美術館、東京、2003）、『三つの個展：伊藤存×今村源×須
田悦弘』（国立国際美術館、大阪、2006）、『Louisa Bufardeci & Zon 
Ito』（シドニー現代美術館、2009）。2013年に群馬県前橋市での滞在
制作「磯部湯画廊／磯部湯活用プロジェクト」、2013年には京都芸
術センターでニシジマ・アツシ、小川智彦とのグループ展『景 風 趣 
情－自在の手付き－』など、国内外の展覧会に参加。

PROFILE
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素謡の会 関連企画

京都芸術センターでは、能の詞章の美しさや響

きに着目し、謡曲の原点である「謡」から、描

かれた物語を体感する「素謡の会」を開催していま

す。10年目を迎えた今年度は「世
せい

謡
よう

の春
はる

」と題し、世

阿弥による演目を取り上げています。この関連企画

として、謡曲をより深く楽しむ新企画「謡曲ひとめぐ

り」を行います。本企画では、謡曲ゆかりの場所を訪

れ、その場所で能楽師による素謡や仕舞を鑑賞しま

す。謡曲に描かれた人物のゆかりの地で謡を聴くこ

とで、詞章に描かれた風景やひとびとに思いをめぐ

らせ、謡の世界をより豊かに体感することが出来る

でしょう。

第1回となる今回は、小野小町ゆかりの「退耕庵」で、

《卒都婆小町》をお楽しみいただきます。退耕庵は普

段は一般公開されていませんが、小野小町作と言わ

れる「玉
たまずさじぞうぞん

章地蔵尊」（通称・ふみはり地蔵）や、同じく小町

の手による「小町百才の像」、小町の井戸など、書院

や堂内にはゆかりの品々が数多くあるほか、樹齢300

年を超える霧島つつじなどが美しい庭園も見どころ

です。素謡や仕舞のほかにも、書院でお茶をお楽し

みいただくほか、本堂ではご住職によるお話もあり、

素謡を初めて聴くという方にも楽しめる企画です。小

野小町の息吹を感じ、謡曲の世界にひたる贅沢な時

間を、是非ご堪能ください。

今月は美術作家の伊藤存を席主に招き、「水」を

テーマに茶会を行います。水脈に恵まれ、い

たる所に湧水や井戸水がある京都。そこで今回は、

お豆腐やお漬物、お酒など京都の食文化、そして人

も含めた生き物や植物とも関わりの深い水を、お菓

子とともに味わっていただきます。

常に移り変わるイメージのゆらぎを針と糸で表現

した作品をつくる伊藤は、近年、生き物のリサーチを

フィールドワーク的に始め、そこで捕まえたり、見つ

けた生き物達の形を元に作品制作するという方法を

とっています。茶会を催すことが初めてという伊藤

は、抹茶ではなく、京都市内で飲める名水を知ること

から始めました。

千利休が絶賛したという「柳の水」、京都の三名水

のひとつである「染井の水」など、この二つの水を飲

み比べただけでも、味の違いがはっきりとわかりま

す。そこで今回は、伊藤が京都市内で採取した数種

類の水を飲み比べます。

住環境を知るための、手軽で身近な資源とも言える

「水」。今回のリサーチでは、水場に蜂が飛んでいる

情景を動画で撮影するなど、生き物と水との関係性

にも注目しています。古来、京都の町を循環している

水は、人 の々食生活を支え、植物や動物たちにも恵み

をもたらしてきました。今なお私たちの生活を豊かにし

てくれる水の存在に目を向けてみませんか。

「謡曲ひとめぐり」 第1回《卒
そ

都
と

婆
ば

小
こ

町
まち

》「茶会の水」

若手作曲家シリーズ２  安野太郎

新作ゾンビ音楽『死の舞踏』

素謡の会 関連企画
「謡曲ひとめぐり」第1回《卒都婆小町》
日時：11月3日（月・祝）開場13:30 開演14:00
出演：河村晴道、浦田保親、大江信行、田茂井廣道
協力：五十部泰至（退耕庵住職）、吉田宗弘（吉田宗
兵衛商店）
会場：退耕庵（東山区）
料金：3,000円
定員：50名（要事前申込／先着順）
申込締切：10月31日（金）

退耕庵
京都市東山区にある臨済宗東福寺派の大本山・東
福寺の塔頭。小野小町のゆかりの寺として知られる。
アクセス：JR奈良線・京阪本線 東福寺駅より徒歩5分

※イベント情報（P2）もご覧ください

KAC Performing Arts Program 2014 / Music

若手作曲家シリーズ2  安野太郎
新作ゾンビ音楽『死の舞踏』
日時：11月9日（日）開場18:00 開演19:00
 （18:00からゾンビ音楽の歴史展あり）
作曲：安野太郎
演奏：フルートゾンビ、クラリネットゾンビ、サックスゾンビ
※イベント情報(P2)もご覧ください

若手作曲家シリーズ3  増田真結×山口茜
モノオペラ『ひとでなしの恋』
江戸川乱歩が1926年に発表した短編小説「人でなしの
恋」。この現実と幻想が入り乱れる奇妙な愛の物語が、増
田真結と山口茜の手によってオペラとして立ち上がる。
日時： 12月20日（土）開場17:30 開演18:00
作曲： 増田真結　脚本・演出：山口茜
出演：藤木大地（カウンターテナー）、松尾恵美（ダンス）
演奏：中川佳代子（箏・地唄三絃）、中村圭介（ピアノ）、

上中あさみ（打楽器）

（各公演共）
料金： 前売2,000円／当日2,500円／学生1,500円（前

売・当日共）
会場： 講堂

明倫茶会「茶会の水」
日時：11月22日（土）10:30／11:30／13:00／14:00
会場： 和室「明倫」
席主： 伊藤存（美術作家）
内容： 京都市内で採取した水
定員： 各席20名
料金： 1,000円（要事前申込）
※イベント情報（P2）もご覧ください

席主とお客様とが一期一会を楽しむ明倫茶会。お菓子と
お茶にとどまらず、部屋のしつらえや茶道具にも趣向を
凝らした席主と、それを全身で体感するお客様がひと時
の文化交流を楽しむ時間です。伝統を重んじ、かつ現代
的な感覚も取り入れた明倫茶会は、一言では言い表せ
ないほど、多種多様で貴重な時間をもたらします。

退耕庵 真隠庭（南庭）

茶会で使用するお菓子のイメージスケッチ

安野太郎 （やすの たろう）
作曲家。日本とブラジルのハーフ。いわゆるDTMやエレクトロサウンドとし
てのコンピューター・ミュージックとは違う軸でテクノロジーと向き合う音楽
を発表してきた。代表作には、映像に映ったものを言葉で描写していくパ
フォーマンス「音楽映画」シリーズや、サーチエンジンで検索されたピアノ曲
を全て弾くコンサート「サーチエンジン」等がある。2012年からはゾンビと呼
ぶ自作の機械が奏でる「ゾンビ音楽」に心血を注いでおり、これまでに2つ
のCDをpboxxレーベルからリリースし、国内外各地でパフォーマンスを行
なってきた。第7回JFC作曲賞受賞（日本作曲家協議会）。第12回、第17回文化
庁メディア芸術祭審査委員会推薦作品。トーキョーエクスペリメンタルフェ
スティバル vol.8 奨励賞受賞。2ndアルバム「QUARTET OF THE LIVING 
DEAD」が平成26年度の文化庁芸術祭レコード部門参加作品。
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交通案内
○市営地下鉄烏丸線「四条」駅／

阪急京都線「烏丸」駅22番出口・24番出口より徒歩5分。
○市バス「四条烏丸」下車、徒歩５分。

開館時間
○ギャラリー・図書室・情報コーナー・

談話室・チケット窓口　　　　　 ……… 10:00－20:00

○カフェ ……………………………………………… 10:00－21:30
○制作室、事務室 ……………………………… 10:00－22:00

休 館 日
12月28日から1月4日
＊設備点検のため臨時休館することがあります。

〒604-8156
京都市中京区室町通蛸薬師下る山伏山町546-2
TEL：075-213-1000　FAX：075-213-1004
E-mail：info@kac.or.jp　URL：http://www.kac.or.jp/
　  twitter：@Kyoto_artcenter
　  http://www.facebook.com/kyotoartcenter
　  twitter：@Kyoto_artcenter
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